
重点プロジェクトの進捗

当 初 予 定

13万人の文化
プロジェクト

次世代文化体験
プロジェクト

ふるさと草津の心
プロジェクト

展 開

主な対象者：子ども、若者

主な対象者：障害者、高齢者等

主な対象者：市民全般

準 備
準 備

研 究

研 究 準 備 展 開

1年目 2年目 3年目

❙重点プロジェクトの展開に向けた工程

☑県からの支援を受け、文化ホール等と協働で実施
①公共空間へのアウトリーチコンサート
②障害者福祉施設へのアウトリーチコンサート
③障害者に配慮した文化ホールでのコンサート

※新型コロナウイルス感染症対策の状況を注視し、
実施を検討

☑プレ事業の実施
①（仮）次世代文化体験プロジェクト情報発信事業
②アートフェスタくさつ
③（仮）学校連携プログラム

プログラムの内容が、3密が不可避であるため、
新型コロナウイルス感染症対策の状況、学校の運
営状況を注視し、実施を検討。

☑各種計画の国の認定（協議中）
☑各種計画に基づいたプログラムの研究

・ビワアートコレクション
・ロジウラテラス
・出会いバス運行事業
・市民創作ミュージカル 等

県が設置した「文化芸術×共生社会プロジェクト」実行委員会に参画し、同実行委員会からの委託を受け、
文化ホール、市障害福祉課、市内NPO法人２者と協働で、障害の有無等に関わらず文化に親しむことができる事業の企画、運営を行った。

①〔実施〕まちなかオンライン＆ルーフトップコンサート
⇒近鉄百貨店草津店屋上駐車場にて、座席の間隔、手話通訳、看護師の配置、休憩室の設置、プログラムの事前配布等に配慮したバリア
フリーコンサートを開催。会場で鑑賞できない方向けに、YouTube、ラジオでライブ中継を行う他、音源をniwa+、草津駅東口デッキにて放送。

②〔中止〕おでかけコンサート
⇒12/26、1/30に障害者福祉施設への出張コンサートを行うべく準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け中止。

③〔調整中〕障害者等に配慮した文化ホールでのコンサート
⇒調整を進めたが、国費等の関係から実施を見送った。 ⇒おでかけコンサートが中止になったことから2月下旬の開催に向け、県と調整中。

④〔実施〕ひとり親家庭へのコンサートチケットプレゼント
⇒ひとり親家庭10組を京都市交響楽団のクリスマスコンサートに招待。今年度は、主催者の（公財）草津市コミュニティ事業団にチケットを準備
いただいたが、企業との連携を進め、継続的な仕組みとするため、次年度より企業と連携した次世代文化鑑賞応援制度を試験的に運用する。

展 開

準 備

新型コロナウイルス感染症の影響を受けない事業、または対策を施すことで実施ができる事業については実施した。
次年度は、展開の年となるが、現段階では同感染症の収束が見込めず、3密を回避することが困難な事業が大半であるものの、
パッケージがほぼ完成していることから、可能な範囲で展開に取り組むものとする。

①〔実施〕重点プロジェクト情報発信事業
⇒内規を定め、運用を開始。

②〔一部実施〕アートフェスタくさつ
⇒オンラインでのワークショップ実施等の検討を行ったが、事業の目的である「交流」を十分に担保できないため、実行委員会にて中止を決定。
⇒毎年、草津川跡地公園で実施している「星降る映画館」は、アミカホールにて規模を縮小し実施。
⇒イオンモール草津との協働事業である「ビワアートコレクション」「ビワアートフェス」は、規模を縮小し実施。

③〔中止〕学校連携プログラム
⇒市内の全小学5年生を対象とした「心の劇場」が劇団四季からの申入れがあり中止。

④〔再掲〕ひとり親家庭へのコンサートチケットプレゼント

実 績

研 究

国指定史跡の長期的な整備など、新型コロナウイルス感染症の影響を受けない事業の実施に取り組んだ。次年度は、準備の年となるが、新型
コロナウイルス感染症の影響により、当初実施予定であったプログラムの殆どが中止となったこと、および研究を十分に行えなかったことから、引
き続き研究の年としたい。

①〔実施〕草津市×立命館大学 環びわ湖大学・地域コンソーシアム
⇒「草津の魅力」を再発見！～草津市内に点在する歴史資産を繋ぐ保存・活用方法の提案～」と題し、大学と連携しながら新たな取組みを
進めた。

②〔実施予定〕おうみ狂言図鑑
⇒「いそがばまわれ」の語源が草津市にあることから、大蔵流狂言の茂山家の協力を得て、「いそがばまわれ」を題材にした新作狂言をアミカ
ホールにて上演予定。

③〔実施予定〕草津市版ヘルスツーリズム実証事業
⇒本市の歴史文化の特徴である「ものづくり」「街道」「信仰」の歴史文化を生かしながら、市内事業者と連携して観光資源の発掘・磨き上げを
行い本市における着地型観光の商品を造成する。
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